
次期農業・水産業基本計画 【第５章】 社会情勢の変化と政策の方向性の関係図(案）
社会情勢の変化と

滋賀県農業・水産業への影響 必要とされる取組 政策の方向性
具体的
施策

目指す姿の

視点

人口減少
少子・高齢化

農業・漁業従事者の減少
次世代への技術継承の断絶

① 地域自給力の向上

農業・水産業を魅力ある職業に

需要の変化への対応と農地・農業技術等のフル活用の推進

近江牛などの畜産物の持続可能な安定生産の推進

琵琶湖漁業の継続

農村集落（地域コミュニティ）の弱体化
② 農業・農村への誘導

農山漁村の持つ多面的価値の次世代への継承
耕作放棄地の増加

大人に対するすそ野拡大

② 農業・農村への誘導

子ども・若者に対するすそ野拡大

新規就農者・新規漁業就業者の確保

農作業の多面的機能を活かした共生社会づくり推進

大人に対するすそ野拡大

食品消費量の減少 ③ 県産農畜水産物の消費拡大

大人に対するすそ野拡大

子ども・若者に対するすそ野拡大

食品関連事業者に対するすそ野拡大

①～③（太ゴシック）はコロナ禍を経て、重点的に解決を図る課題

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

大人に対するすそ野拡大

農作業の多面的機能を活かした共生社会づくり推進

子ども・若者に対するすそ野拡大

農山漁村の持つ多面的価値の次世代への継承

農業・水産業を魅力ある職業に

農業による琵琶湖を取り巻く環境保全対策推進

新規就農者・新規漁業就業者の確保

国産品への需要増大・
地産地消の機運の高まり

中食・内食需要の増加

食料安全保障への不安増大

健康・運動・食生活への関心、気づきの増加

高級食材、お土産食材の消費量の減少

農業・水産業への関心の高まり

村における祭礼・行事等の共同活動の簡
素化に伴う人々の「絆」の弱まりへの危惧

外国人労働者の減少、失業者の増加

外国産生産資材の輸入停滞への不安増大

テイクアウト・宅配需要の増加

【経済の変化（もの）】

【暮らしの変化】

【経済の変化（人・お金）】

グローバル化の停滞
（人）

民間企業の事業縮小
に伴う事業収入
の減少

時差出勤、テレワーク、
Net会議等による「新
しい働き方」の進展

都市部から地方都市
へのIJUへの関心の
高まり

余暇の過ごし方、
地域活動への
関わり方の変化

老後の過ごし方の
変化

グローバル化の停滞
（もの）

国内流通量の減少

【暮らしの変化】

食事の変化

【経済の変化（人・お金）】

往来自粛による
交通・観光の減少、
外食業、宿泊業の
衰退・廃業

イベント・セレモニーの減少

「健康」、「安全・安心」への関心の高まり

個人時間、家族との時間の増加

「滋賀の幸」のブランド力向上および消費拡大

大人に対するすそ野拡大

子ども・若者に対するすそ野拡大

食品関連事業者に対するすそ野拡大

「滋賀の幸」のブランド力向上および消費拡大

③ 県産農畜水産物の消費拡大

② 農業・農村への誘導

① 地域自給力の向上
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近江牛などの畜産物の持続可能な安定生産の推進経済・3
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需要の変化への対応と農地・農業技術等のフル活用の推進
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農業水利施設の計画的な保全更新対策・管理の省力化
および農地の基盤整備の推進

社会・1

⑤ 琵琶湖とそれを取り巻く
環境保全再生

農業水利施設や農地等の生産基盤の老朽化の進行 ④ 農業生産基盤整備の推進
農業水利施設の計画的な保全更新対策・管理の省力化
および農地の基盤整備の推進

琵琶湖とそれを取り巻く
環境の変化・悪化

農業濁水問題、農業系廃プラスチック問題
の顕在化

水産資源の減少

農業による琵琶湖を取り巻く環境保全対策推進

琵琶湖水産資源の回復

地球温暖化による異常気象、
大規模自然災害、人・家畜等の
疾病等の発生リスクの高まり

農産物の収量・品質の低下

農村集落、生産基盤への被害 ⑥ リスクへの対応 気候変動や自然災害発生等へのリスク対応推進

人・家畜等の疾病等の発生
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